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一般質問通告書 
通告順番 ８ 番 

通告者  三宮 美香 議員 
質問事項 質問の要旨 質問の相手 

１ 町管理施設（公園・森林

公園）の維持管理状況と

改善方針について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 水泳授業の民間委託およ 
びスポーツの森（町民総 
合運動公園）へのプール 
建設計画について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公園は大津町民の憩いの場であり、町外から訪れた人たちの大津町の印象を左右す

る場でもある。しかし、公園の芝生には雑草が生い茂っておりお世辞にも管理が行き

届いているとはいいがたい状況。 
また、高尾野森林公園で整備されたばかりのトイレについても、公園利用者から

「水が流れない」「トイレの使い方がわからない」等の苦情を耳にするし、部品の盗

難があっても長期間そのままになっている事例もある。 
これは町の管理体制や対応の在り方に課題があることを示していると考え、現状の

把握と今後の改善方針を問う。 
（１）現在の管理状況はどうであるか 
（２）現在の管理状況を町としてどのように評価しているか 
（３）今後改善する予定があるのか 
 

  

昨年の一般質問において、水泳授業の民間委託及びスポーツの森運動公園へのプ 
ール建設について質問した際、町長からは「近隣自治体の事例を参考に学校や保護者

からの意見収集を行いながら、持続可能な形で町全体の教育環境整備を図る」との答

弁があり、プール建設については「中長期的な視点で複数の小中学校が授業でも活用

できる総合町民プールとして集約・運営していくことが現実的かつ有効」との見解が

示された。また、教育長からは「町水泳協会等と協議し、教員の技術指導負担軽減と

児童生徒の泳力向上を図る」との答弁があった。 
近年、熊本県内でも学校以外のプールを使用し、水泳授業を民間委託する事例が増

加している。本町には民間プールが 1 か所のみで、小中学校 9 校の授業を全て民間 1
か所で対応するのは困難と考える。スポーツの森運動公園へのプール建設は財政的に

直ちに実現は困難であるが、社会的な流れや将来需要を踏まえると、町としての計画

策定は必要と考える。民間プール事業者の誘致も有効な選択肢である。 
（１）水泳授業の民間委託について、昨年度の答弁以降、近隣自治体の事例調査や学 

校・保護者への意見収集はどのように進められているか 
（２）本町における民間プールの活用可能性と、民間事業者誘致の検討について 
（３）スポーツの森への町民プール建設に向けた中長期的な計画はないか 
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（４）今後の水泳授業の見通しは  

 

 


